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クリティカルシンキングを重視し，分野を横断した総合知の修得を目指すリベラルアーツ教育は，グローバルな課題解
決のための知的インフラを構築する意味からも，高等教育のシステムとして重要性を増しているが，同時に，大学には，
昨今のジョブ型雇用を見据えて，高い専門性を持つ専門家人材育成へのニーズもある．限られた大学教育の時間の中でこ
れらを両立させることはできるのか．本稿ではリベラルアーツ教育と専門化育成教育の両立について考察する．
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1．は じ め に

私がフランス文学の教員として国際基督教大学
（ICU）に着任したのは，26 年ほど前のことだ．数年
前，研究室の片付けをしていたら，往復葉書がでてき
た．そこには，「今学期の空いている時間帯を記して返
信してください」と書いてあった．みんなで集まって行
う卒論ゼミの曜日と時間を決めるために，ゼミ生たちへ
往復葉書を出してスケジュール調整をしていたらしい．
自分でもすっかり忘れていて驚いた．今ならアプリと
メールで簡単に済ませてしまえる作業である．思い返し
てみれば，当時は研究室にパソコンが支給されていて，
私は初めてマックのパソコンで仕事をすることを覚え始
めたところだった．事務から，資料をダウンロードして
下さい，と言われて，その用語の意味が分からなかっ
た，そんなレベルであった．学生も，パソコンを使って
いる者はまだ多くはなかった．
着任前は東京大学の仏文科で助手をしていた．そのと

きの文学部長は仏文科の田村毅教授だったが，田村教授
の口には，当時，総合研究博物館教授で情報科学の教授
を併任されていた坂村健教授の名前がしばしば上るの
だった．坂村教授とかなり突っ込んだ情報科学の話をさ
れていたようだ．文学部にも，文献のデータベースを作

成するといった情報科学的なアプローチが採り入れられ
始めていた．ダイヤル回線とモデムを使ってパソコン通
信を始める院生も何人かいた．
私は今も情報科学の知識は皆無に等しいが，日常使用

のディジタル機器は慣れに任せていろいろと使ってい
る．電気の仕組みなど何も知らないのにスイッチを押し
てランプをともすのと似たようなものである．
時代は先へ進む．これからますます高度化する情報化

社会に適応するために不可欠な知識として，「情報」は
中等教育でも義務化されたし，大学でも身につけるべき
必須の技術若しくは知識として，修得が要請されてい
る．
ICU も例外ではない．とはいえ，情報科学やコン
ピュータサイエンスに特化した教育を目指しているわけ
ではない本学のようなリベラルアーツの高等教育機関に
あって，教育・研究のミッションとそれはどのような関
わりを持つのであろうか．

2．リベラルアーツ教育が目指すもの

リベラルアーツは，周知のように，古くはヨーロッパ
中世のアルテス・リベラーレス（自由七学科）へ，更に
は古代ギリシャ・ローマへ遡るが，とりわけヨーロッパ
のそれは，神学・法学・医学という専門教育へ進む前
の，基礎的学芸を修得する教育課程だった．
もっと近い時期，例えば，18 世紀後半のフランスで

の教育はどうだったのかというと，中等教育と高等教育
の区別はなく，9～10 歳で大学に入学し，17～18 歳で
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「教養学士」（maître ès arts）になり，21～22 歳で神学，
法学，医学士（gradué en théologie, etc.）になった．La
Faculté des arts（いわゆる教養学部）では，文学が教
えられていたが，それは主にラテン語を指しており，科
学系もそこに入った．ただし，植物学と化学は医学部に
属していた，というような様子であった(注1)．
その啓蒙主義時代の専門教育というのは，時には皮肉

な目で見られることもある．「高等」（supérieures）教
育とは，職業専門教育にほかならなかったが，「精神の
教育をしていた唯一の学部は「教養学部」（la Faculté
des arts）」であって，上位／高等とは，「教育のより高
尚なレベルへの移行ではない．それは知性のより高度な
使用への手引きではない．それは単に，職業の修得にす
ぎない．精神は，高まるどころか，もっと低いところへ
落ちるのだ」と 19 世紀の教育史家は述べている(注2)．
戦後の日本の大学におけるリベラルアーツは，合衆国

から輸入された教育システムである．アメリカのリベラ
ルアーツは，大学院進学の前段階の課程として機能して
いる．そしてもちろん，大学院は，19 世紀以前のヨー
ロッパの，職業修得のための専門課程ではない．大学院
への進学は，研究のより高度なレベルへの移行である．
私が学長を務める ICU は，1953 年に開学したキリス
ト教主義のリベラルアーツの大学で，学部としては，教
養学部，アーツ・サイエンス学科という，一学部一学科
の，日英バイリンガルのカレッジである．人文科学・社
会科学・自然科学にまたがる，専門性に支えられた総合
知の涵養を目指し，31 のメジャー（専門課程）を有し
ている．医学系と工学系を除けば，ほとんどの学問領域
を多かれ少なかれカバーしていると言えるだろう．ただ
し，各メジャーの専任教員の数，例えば経済・経営学メ
ジャーの教員数は，他大学での独立した学部（経済学部
など）が擁するような教員数に比べればはるかに少な
い．学生数は一学年の定員 670 名で，対話型の少人数教
育が特徴である．3 年生から 4 年生にかけて，自由に他
のメジャーのコースも履修しながら，自分の選択したメ
ジャーで専門研究をし，卒業論文を書いて卒業する．先
ほど引用した教育史家の言葉を借りるなら，学生が「知
性のより高度な使用」を行う力を獲得し，グローバルな
環境で活躍できる人へ育つことが目指されている．
自然科学系のメジャーは，物理学，化学，生物学，数
学，情報科学である．学際的なメジャーとして環境研究
もそこに含まれるかもしれない．日本では，このような
自然科学の領域を専攻できるリベラルアーツ大学はまれ
である．

既に述べたように，ICU では，1 学部の中に 31 のメ
ジャーがあり，学生は関心があれば，どのメジャーの専
門コースも自由に履修できる．したがって，情報科学メ
ジャーが提供するコースは全学生へ開かれていて，人文
社会系の，例えば文学や歴史学などを専攻している学生
でも，もし，例えばディジタル人文学に興味があれば，
情報科学メジャーのコースでそのための基礎や応用を学
ぶことができる．
逆に，情報科学メジャーの学生も，哲学や社会学や人

類学や音楽学といった，人間や社会に関する学びを並行
して深めることが可能である．というよりもむしろ，
ICU ではそのような学びを推奨している．

3．リベラルアーツ教育における専門家育成(1)

リベラルアーツの中での情報科学なので，コースの担
当も，情報科学の教員だけではなく，他のメジャーと連
携しているものがある．数学はもちろんだが，統計学
や，統計ソフトを駆使する国際経営の研究者などが，
co-teaching の教員として情報科学の教育にあたってい
る．
この場合，専門家の養成に関しては，二つの違ったレ

ベルが考えられる．一つは，情報科学プロパーの専門家
の養成である．そのためのカリキュラムが用意されてい
る．
もう一つは，他の，例えば社会学，経済学，心理学と

いった，定量的・定性的データや，あるいはビッグデー
タを処理するスキルを必要とする領域の専門家の養成
に，情報科学のコースが組み込まれる場合である．他分
野の専門家のための情報科学，ということになる．
現在，ICU でも，「数理・データサイエンス・AI 教育
プログラム」を立ち上げようとしているところだ．
これは専門家養成というよりは，全学生を対象とする

プログラムになる予定である．特に一般教育科目でそれ
を行うことになるだろう．
ICU では，一般教育（general education）は，他大学

の一般教養科目とは違い，全学年の学生に向けて開か
れ，専門の基礎というよりは正にリベラルアーツ的な，
専門性と社会や他分野の領域とをリンクさせる総合的視
座を獲得するコースとして構想され設定されている．そ
のため情報科学系のコースにもその性格が反映されるこ
とになる．例えば，「統計情報リテラシー」は経営学の
教員が，「Statistical Information Literacy」は理論経済
学の教員が，「社会における統計分析」は数学・公共政
策・人類学の教員 3人が，「データサイエンスの考え方」
は情報科学と統計学の教員が，「理解のためのマルチメ
ディア」は情報科学の教員が，というようなコース提供
になる．ここに更に人文科学系とのコラボレーションが
加われば更に面白いものとなるだろう．
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自然科学メジャーを持っているとはいえ，ICU には，
いわゆる「文系」の学生が多いのは確かで，なかには数
字を見るのも苦手，という者もいないではない．（多く
の私立大学の文系学部も似た状況にあるはずだ．）高校
時代に数理・統計・情報関連科目を十分に履修してはい
ないが，大学に入学し，卒業後の自分の人生を考え始め
たとき，その習得の必要性を感じる学生もいるだろう．
そのような学生もきちんと包摂しながら，数理・データ
サイエンス・AI の考え方，有用性，限界やリスクを伝
えるプログラムを構築することが必要となってくる．こ
れは，ICU に限らず，高等教育において，次世代の社
会を支える市民の知的インフラを構築する作業の一環で
ある．
「文理融合」型のリベラルアーツを実践する ICU で
は，様々な学問分野における汎用性が高い情報科学は，
実は相性が良いのだ．

4．リベラルアーツ教育における専門家育成(2)

ICU の情報科学は，自らのミッションを次のように
定義している．ICU のホームページに記載されている
文章である．

情報科学メジャーは，リベラル・アーツ教育の本質で
もある批判的思考，特に分析的・論理的思考能力の育
成をはかると共に，これに基づいた問題解決の過程を
体系的に学びかつ諸分野への応用力を養い，先進の理
論を学ぶ基礎を築くことを目的としている．

情報科学は現代人のあらゆる営みと密接に関係してい
る．それは，一方では数理論理学や計算理論などの数
学的概念の応用であり，他方では，社会学的・心理学
的な面で人間の活動を拡張し，自然科学の理論を創
出・検証し，また生命科学のモデルを提供する．すな
わち情報科学は情報とそれに基づいた問題すべてに関
わっている．コンピュータの発達により，情報科学は
神経科学・パターン認識・自動制御装置・人型ロボッ
ト等のあらゆる分野に貢献することが可能になってい
る．例えば分子生物学の分野では，現実の事象として
実験することや観測が非常に困難な現象も，コン
ピュータ上にシミュレーションすることで生体分子レ
ベルでの分析研究が実現可能となっている．

そして，その教育・研究の目標を次のように掲げてい
る．

情報科学メジャーの目標は，学生に情報科学の卓越し
た基礎知識を供給することであり，具体的には情報科
学の数理的側面，ハードウェアによる実現方法，実用

的なスキルや深い洞察によるソフトウェア実装方法で
ある．これらを通じて，社会や経済に情報科学の応用
が大きな影響をもたらすアプリケーションを創造する
ことを目指している．

現代の情報科学技術は，データの離散構造，プログラ
ミング技術，アルゴリズムと複雑性，アーキテクチャ
と組織化，オペレーティングシステム，ネットワーク
ベースのコンピューティング，プログラミング言語，
ヒューマンコンピュータインターフェース，グラ
フィックスと可視化，知的システム，情報管理，ソフ
トウェア工学，コンピュータ利用の数値解析など多岐
にわたる．

情報科学専修を目指す学生は，情報システムの設計，
活用とその評価手法を身につけ，さらに少なくともひ
とつ以上の分野における専門的特化技術を身につける
ことが求められる．例えば，プログラミング，ネット
ワーク管理，コンピュータグラフィックス，科学コン
ピューティング，あるいは，人工知能などである．

総合的な知の修得を目指すリベラルアーツだが，ICU
ではその中で専門性の獲得も同時に求めており，情報科
学を専修する学生は，他メジャーとリンクした情報のや
り取りをしながら，上記のような技術と能力を身につけ
た専門家として育成されるのである．
ちなみに，情報科学メジャーで卒論を書いた学生は，

2022 年度は 31 名であり，ICU の卒業生全体で，情報系
の大学院へ進学した者の人数は 2021 年度は 5名である．

5．ま と め

ここで再び，フランスの例を挙げてみよう．
18 世紀までの旧体制（アンシャン・レジム）がフラ

ンス革命によって終わりを告げ，ナポレオンによる「帝
国大学」（l’Université impériale）が設立されたとき，高
等教育は「専門職」のためのものであり，文学などの，
何かの「手段」とはならないもの，損得の視点では学ば
ないものは，高等教育の対象とはみなされなかった(注3)．
とはいえ，その理念にもかかわらず，神学部，法学

部，医学部，École polytechnique（理工科学校）のほか
に，役に立たないものとして名高い Faculté des lettres
et des sciences が作られた(注4)．つまり，今で言う教養
学部，ICU における，教養学部アーツ・サイエンス学
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2, Armand Colin, 1894, p. 106.



科に相当する学部である．
その後，第 3共和制の時期に，古いナポレオン的学部

は廃止され，高等教育改革が行われた（1885～1896）．
新しい方法はドイツ的，とも呼ばれていた(注5)．日本に
西洋を，とりわけプロシャを範とする大学が設立されて
いく時期に重なるが，フランスもまた似たような状況に
あった．普仏戦争で敗北し，プロシャの強さの要因の一
つとして，教育制度におけるドイツの優位性を認めたの
だ．やがて 1920 年代からは新しい学部ができてくる．
経済学は，初めは法学部に属していたが，経済学部にな
る．数学系も学部になることがあった．社会学や心理学
も学部を形成した．一般的にはこの流れが今も継続して
いる．
日本におけるリベラルアーツは，こうした専門性への
特化が行き過ぎたように見え始めるとき，サイエンス
（学問）の本質を保存しているものとして再評価される
傾向にある．戦後の日本の大学改革は常にこの二極の間
で揺れ動いているようだ．その意味で，19 世紀の教育
史家の言葉は，今も示唆に富む．

国のメンタルな力を左右するのは，各種の実務家（エ

ンジニア，医師，弁護士，士官，教授）の技術的な巧
みさなのではなく，明晰かつ確実に思考するという一
般的な習慣なのだ(注6)．

これと同じことを，今，誰かが言っても，十分なアク
チュアリティーをもって通用するだろう．その一方で，
実務的な技術力を国の文教政策は要求しているようにも
見える．
「明晰かつ確実な思考」の対象と様式は時代によって
変化する．現代の，あるいは，次世代の市民は，そのよ
うな思考を，AI とともに，そしてまた，様々なデータ
とともに行うステージへ移行していく．
リベラルアーツ教育を通じての専門家育成教育は，一

見相反する，スキル修得の高度化，創発力の強化と，メ
ンタルな力の養成とを，不可分なものとして成立させる
ことにあるだろう．それはかなり困難な道にも見える
が，成功すれば優れた教育価値となるはずだ．

（2022 年 7 月 26 日受付）
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(注 5) Antoine Compagnon, La Troisième République des lettres, Seuil,
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(注 6) Louis Liard, L’Enseignement supérieur en France, 1789-1893, t.
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